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姉妹校カナダ・レッドデイア大学との学術交流に関する一考察
D.トンプソン博士を迎えての授業「ピアノ基礎I」「ピアノ表現IJにおける取り組み一
Observations on an Academic Excha時ewith a Sister School, Red Deer College ( Canada) : 
Dealing with the Obstacles in T’Piano Basic I" and "Piano Expression I" 
with Dr. D. Thompson 
鈴木 しおり
Shiori SUZUKI 
ABSTRACT 
Two y巴arshave passed sine巴Departmentof Arts and Media Applications of School of Continuing 
Education Studies was established. The contents of the this first scientific exchange by the school tie-
up plan with Red Deer Colege of the Canada Alberta state were a P巴rformance,instruction, and the 
l巴ctureof a piano. School of Continuing Education Studies is a faculty that declared itself "Continu 
ing Education Studi巴s"for th巴firsttime in th巴wholecountry. Therefore this departm巴ntwhich plays 
a pioneering role of art is groping for the study syst巴mof the piano music which is not in the existing 
music universities. "The peculiar motivation＇’，＂Development of assimilation capability”and "Psycho-
logical, sociological, and pedagogical training if needed on progress”to study by an adult is r巴quir巴d
for training of a leader in the continuing education studies. The trial in the lessons ’＇Piano Basic I’ 
加 d"Piano Expression I”with Dr. D. Thompson was a practice resemch for the leader and support巴r
training in the continuing education studies in which the student, the teacher, and the audi巴nce( this 
school students, teach巴rs,and local resid巴n臼） participated. 
抄録
2001年6月、本学と今回のカナダ・アルパータ介｜レッ ドディア ・カレッ ジ 〔RedDeer Col 
lege〕とが姉妹校提携した。姉妹校提携に伴う初の学術交流は、ピアノの演奏 ・指導 ・講演に
よる企画であった。生涯学習システム学部は、全国で初の「生涯学習Jを名乗った学部であ
り、 芸術面での先駆的な役割を担う本芸術メディア学科では、授業「ピアノ基礎I, Il」「ピア
ノ表現I, IlJにおいて、従来の音楽大学にはないピアノ音楽の学習体系を模索している。生
涯学習における指導者の養成は、成人学習に対しての “固有の動機づけ”や “同化能力の開
発”と、 発達上の必要に見合った “心理学的・ 社会学的 ・孜術的・ 教育学的な訓練”に視点が
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置かれることが重要で、ある。
D.トンプソン博士を迎えての授業「ピアノ基礎IJ「ピアノ表現IJにおける今回の取り組
みは、学生と担当教員の他、聴衆として本校の学生 ・教職員や地域住民を巻き込んだ生涯学習
における、指導者 ・支援者の養成のための実践研究であった。
I.はじめに
平成13年4月24日、カナダ・アルパータ州レッドデイ ア ・カレッジ学長ロン ・ウッドワード
氏［Mr.Ron Woodward］から、 6月に予定されている本校との姉妹校提携書の調印式に先立ち、
当カレッジのテゃユーク ・ト ンプソン博士［Dr.Duke Thompson] （音楽学部ピアノ学科長）を公式
派遣したいとの書簡が本学の国際交流部に届けられた。 同博士の訪問は、両大学問の初の学術
交流と位置付けられ、同時に、本学の関係教員との交流を深めることを目的としたものであっ
た。
Il .概要
国際交流部の作成による資料を参照し、今回の企画概要として、 以下の4点を挙げる。（「」
部分は資料抜粋部分）
1 .訪問目的
「同博士が来訪し、本学とレッドデイア・カレッジとの学術交流を通して、本学の教員関係
との交流を図るとともに、姉妹校提携直前の訪問者として、提携への意識高揚に寄与する」と
し、学術交流の一環としてだけでなく、調印式の“露払い”的位置づけと捉えるべき重要な役
割が内包された一連の企画であった。
2.来訪者
レッドデイア ・カレッジ音楽学部ピアノ学科長 ：テゃユー ク ・トンプソン博士
写真1 D.トンプソン博士
CD『グレイトリー・ガーシュイン』より
略歴 ：1956年、カナダ ・アルパータ州の首都エドモン トンに生まれ、2歳の時米国へ転居。
依頼28年間ニュー ヨー ク、ワシン トンなどで生活した。1984年、故郷に戻り現在に至
3. 日程
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っている。米国メリーランド大学にて修士 （音楽 演奏）米国アリゾナ州立大学で
博士（音楽芸術学 演奏）の学位を取得した。 ガーシュインやマグダウェル等のア
メリカの作曲者による作品演奏で高い評価を得、1998年には 「グレイ トリー ・ガーシ
ュイン」のCDをリリースした。ソリストとして、エドモン トン響、サスケハンナ
響、レッドデイア響等のオーケストラとの共演も多く、北米各地で広く演奏活動をし
ている。
本学におけるD.トンプソン博士の日程 （日本滞在期間5月21日～5月28日）は、以下のよ
うであった。
－第l日目 ：5月23日岡本学訪問（表敬訪問・ 挨拶・学内施設見学等）
公開レッスン〔1: lOpm.～4 : 20pm.〕（学生対象）
・第2日日 ：5月24日（村 個人レッスン〔9: OOam.～4 : 20pm.〕（学生対象）
－第3日日 ：5月25日幽 レクチャーコンサート ・リハーサル〔9:OOam.～11 : OOam.〕
レクチャーコンサー ト〔1: 25pm.～3: 25pm.〕（学内での公
開コンサー ト）
懇親会（対象 ：学生、教職員関係者、地域住民）
歓送会
l立、上の日程に先立ち、 4月上旬の国際交流部からの正式な企画実施の連絡により、授業 「ピ
アノ基礎IJ「ピアノ表現I」では、急ピッチで準備を進めていった。
4.準備 ・留意事項等
4月16日付けの国際交流部からの企画資料の中で、公開レッスン・個人レッスン ・レクチャ
ーコンサートに関わる準備 ・留意事項として、以下の6点が挙げられた。
( 1 ）博士滞在中の日程・ 接遇・音楽企画 （レッスン・コンサート）のポスター ・プログ
ラム作成 ・運営等は、国際交流センター （国際交流部） が行う。
( 2）公開レッスン ・個人レッスン ・レクチャーコンサート等の教学に係わる企画の内容
（学生演奏者の選考、 演奏曲目の選考、時間と場所）等は、芸術メディ ア学科、初
等教育学科等の関連学科の協力で、実施し、 レクチャーコンサートについては、 国際
交流センターが年間事業として実施予定の「第l回 国際文化講演会Jを兼ねる。
( 3 ）一般学生の参加に努め、国際交流への意識高揚に役立てる。
( 4 ）別途企画として、歓送迎会、昼食会、懇談会等を開催し、同博士と本学教員や学
生、地域住民との交流の場を設定する。
( 5 ）同博士は、教員宅か一般市民宅でのホームステイを希望しているため、手配する。
( 6）事前・ 事後の広報活動に努める。 （新聞社 ・学園HP・ 学園新聞等でのPR、関係団体
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や地域住民への周知等）
上記の6点は、いずれも生涯学習の視点から重要な事項である。特に、同博士からの当初の
希望でソロコンサート（ピアノリサイタル）とされていた企画を、音楽会の雰囲気を保ちつつ
も、曲目の解説を演奏の前に挿入するレクチャーコンサートの企画に変更することは、国際交
流部との相談の上で取り決め、後日、同博士に依頼し了解を得た次第である。事後レクチャー
コンサートはリサイタルよりも更に学習の色合いが濃くなり、演奏と解説、更に奏者の “語り
口”も加味されることで、聴衆は多様な満足感を得たものと思われる。
音 ・音楽のみで進められるリサイタルは、鑑賞として、その価値は充分に認められる もの
の、音楽ホールではないPAL6多目的ホールの響きの面では、今回のコンサー ト形式が成功を
導く一因であったと考える。
また、（2 ）の項目において、当初は初等教育学科の学生もレッスン参加の予定であったが、
同博士の教育目的（内容）が初等教育学科のカリキュラム内容と必ずしも一致しないことか
ら、芸術メディア学科の企画対応に変更された。
m.事前準備
1.宣伝 ・広告（ポスター内容）
以下の3枚が、公開レッスン・個人レッスン・レクチャーコンサートに関する学生向けの掲
示資料（ポスター）である。
［公開レッスン］
授業「ピアノ基礎1」・「ピアノ表現1」の居修学生ヘ
トンプソン博士の公開レッスンのお知らせ
とき 5月23日同3・4講時
ところ合奏室
受講者 ( 7名）
公開レッスンは、「ピアノ基礎1.表現1Jの音楽系学生が授業として聴講して下さい。重
なる時間帯の授業に関しては、各先生に調整していただくよう、お願いしてあります。美術
系 ・情報系の方は、授業時間が空いていれば聴講してください。
［公開レッスン］
授業「ピアノ基礎1J・「ピアノ表現1」の履修学生ヘ
トンプソン博士の個人レッスンのお知らせ
とき 5月24日同1・2・3・4講時
ところ合奏室
受講者 (13名）
個人レッスンは、「ピアノ基礎1.表現l」の授業の空いている音楽系学生有志が聴講して
下さい。美術系 ・情報系の方は、授業時間が空いていれば聴講しても良いです。
授業「ピアノ基礎1J・「ピアノ表現1」の履修学生ヘ
卜ンプソン博士のレクチャーコンサー卜のお知らせ
［公開コンサート］レクチャーコンサート
とき 5月25日陰：）1時15分～3時25分
ところ PAL6多目的ホール
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公開コンサートは、 「ピアノ基礎1・表現1Jの受講学生全員が授業として参加して下さ
い。重なる時間帯の授業に関しては、各先生に調整していただくよう 、お願いしてあ りま
す。
2.使用楽器と会場 （舞台） 設営
ピアノが置かれている場所は基本的にどこでも コンサー ト会場となり得るが、可能な限り音
楽的な環境に整えていく努力が、 更に良い音楽を聴衆へ届けることになる。以下に、 ピアノコ
ンサー トを成功へ導く重要な要因である「使用楽器jと「ピアノ調律」に関して述べてみたい。
1 ）使用楽器の準備（3月のピアノ移動）
今回のトンプソン博士の訪問に関する最初の概要は、平成12年の秋に本学のB.M.ヤング教
授から伝えられたが、その時点で早急に取り組まなければならないことは、コンサートで使用
する楽器（グランドピアノ）の問題であった。 もともとコンサート会場となるPAL6ホールの
グラン ドピアノは、ヒーターの近くに置かれているため極度の乾燥状態にあり、冬季には、日
中の熱風と夜間の冷え込みで温度差も激しく、その結果、ピアノの命である響鳴板に幾本もの
ひび割れが入っていた。すなわちピアノのソロ・リサイタルとして奏者から使用楽器と して
OKの出る状態ではないため、芸術メディア学科所有のピアノの総点検を調律師の協力を得て
実施した。その結果、保存状態が一番良くサイズも一番大きいアリーナのグランドピアノと交
換することに決定し、 3月末にピアノ専用の運送業者に依頼し移動・変換を完了したO
2）調律について
ピアノ（正式名称はピアノフォルテ）は18世紀前半にイタリア人のクリス トフォリによって
製造され、初めて世に出た楽器である。前身楽器のチェンパロやクラヴイコー ドと同様の鍵盤
楽器ではあるが内部構造は大きく違い、はるかに複雑で精密に設計されている。
バイオリンや管楽器は、音色と音程を作りながら演奏する楽器である。チェンパロやクラヴ
イコードは、 音程は調律師によってあらかじめ作られているが、奏者が演奏前に微妙な音程の
ずれを調律する場合もある。これらの楽器に比べ、ピアノは弦l本に対しプロレスラー約I人
を吊り上げるほどの張力が加わり、更に、240本あまりの弦を支えるために鋳物を使用するな
ど、いわば 「楽器」でありながら同時に「機械」の側面をもつのである。その意味で数年間の
修行を積み、資格を持ったピアノ調律師をたえず必要とする楽器なのである。調律に関しての
詳細は割愛するが、演奏会において、調律師の仕事は “最後の仕上げ”ともいうべき重要な役
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割を与えられている。ピアニストによっては、演奏旅行に信頼の置ける調律師を伴う事例も珍
しいことではないのである。
上記の理由から、トンプソン博士のコンサート用のグランドピアノは、当日のリハーサル
〔9: OOam～11 : OOam.〕の後、11:OOam.～00: 30pm.の1時間30分を要して本格的な調律
を、また、リハーサルの効果を上げるために、前日におおよその調律（約1時間を要した）をキク
ヤ楽器店を通した柳平博氏に依頼した（このスケジュールはトンプソン博士の希望でもあっ
た）。
以上、使用楽器とその調律については周到な準備で臨み、当日のリハーサルの後、トンプソ
ン博士から「良いピアノで、弾き易くとても気に入った」との賛辞を得ることができたO 著者
にとっては、博士のこの言葉でコンサート成功への第1段階をクリ アしたという安堵感を得る
ことカfできた。
一般に、ピアニストは他の楽器と違い自分の楽器を持ち歩けないため、会場のピアノの状態
を神経質なまでに心配しているものである。 トンプソン博士も遠くカナダから、同様にPAL6
ホールのピアノを心配して来訪されたことと推察し、それだけに本校のピアノが得た賛辞は駆
け引きのない言葉と受け取って良いと思われる。しかし、コンサー ト用ピアノとしては、まだ
多くの問題点が残っており、今後、調律師と共に手を加え、更なる良いピアノを目指して改善
したいと考えている。
また、 側面カーテンについて（残響とバランス）は、 PAL6ホールでは、 音の残響が多過ぎる
心配が生じたため、両側の壁面にカーテンを引き、少しでも音を吸収するよう工夫を凝らした。
また、コンサート用椅子については、 2メートル近い長身のトンプソン博士は、 PAL6ホー ル
のグラン ドピアノの椅子では脚がつかえるため、異例に靴を脱いでの演奏となった。博士は、
北米やカナダでのコンサートにおいて、特注（特に高さの低い）の椅子を持参するそうである。
3.受講者（学生演奏者）の募集
一般に、音楽大学における同様の企画では、 実技の成績優秀者が選ばれて受講者となる場合
が多いが、本校は生涯学習における 「学習意欲 （＝自学意志）」に基づき、本学の学生全員を
対象にト ンプソン博士のレッスン受講の応募機会を与え、定員に満ちた段階で締め切ることに
決定した。また、生涯学習における「相互学習」「リカレント教育Jの観点から、指導を担当す
る教員（授業「ピアノ基礎I」「ピアノ表現IJ担当の非常勤講師）に対しても受講希望を募っ
た、その結果、教員から「研錆の場として利用したい」との受講希望を得ることができた。順
序としては、 以下の3段階で応募を実施した。
－第l段階 ：芸術メディ ア学科における音楽系の学生全員
．第2段階 ：芸術メディア学科ピアノ科目担当非常勤講師
・第3段階：本学（北海道浅井学園大学） 全学生
ほほ第2段階で定員に満ちたが、第3段階として、人間福祉学部生活福祉学科4年生のI名
193 
が、受講者に加わった。結果と して、受講希望は、 以下のようである。
－芸術メディア学科 ：l年生4名
－芸術メディア学科 ：2年生14名
－芸術メディア学科ピアノ非常勤講師 ：l名
－人間福祉学部生活福祉学科 ：4年生1名
以上、合計20名のメ ンバーであった。 以後、 教員を除いた19名に関しては、授業以外の時間
を設け、指導を強化し、 学生も練習時間を増やして、当日は音楽水準の高いレッスン内容とな
るよう教員 ・学生が一丸となって努力した。
通訳：千葉圭説講師
Beethoven Sonata Op. 13 m Movement 
Chopin Polonaise Op. 26-1 
Moza吋SonataK. 331 il Movement (Alla Turca) 
4.当日予定 （プログラム内容）
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Schubert Impromptu Op. 90ー 2
憩イ木
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Chopin Polonaise Op. 44 
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3 2 0 1 1 2 4 
Mozart Sonata K. 547a I Movement 3 2 0 0 2 2 0 
Chopin Etudes Op. 10ー 123 2 0 0 1 0 1 
通訳：高橋喜一教授
1講時 3 2 0 0 1 0 2 あ東ずま
雅まさふ史み ひ久き石いL 譲 「もののけ姫」より
（合奏室） “アシタカせっ記”
しば草くさ 瑞みずほ
3 2 0 0 2 2 3 柴穂 BeethovenSonataOp. 13 JI Movement 
9 8 7 3 4 0※ 佐さ藤とうEあ美み Chopin Nocturne Op. 9-2 
2講時 3 2 0 0 1 2 5 
奥おくず魚み す週すむ Debussy Preludes 1一四
（合奏室） 3 2 0 0 2 0 9 坂本遥子 ChopinValse Op. 34 2 こやまあみこ
3 2 0 0 1 4 4 小山車三子 Bu，むrらgmuller25Leichte日udenOp. 100-1, 12 
3 2 0 0 2 2 8 す菅が原わら せ清い太た 西にし村由ゆ紀き江ぇ 風に向かつて
3講時 3 2 0 1 2 1 9 鈴すず木き 亜あ弥や Mozart Sonata K. 332 1 Movement 
おか みゆき
（合奏室） ［非常勤講師］ 岡美由紀 MozartSonata K. 284 1 Movement 
Liszt La Campanella 
4講時 3 2 0 0 1 2 1 お太お田た み光つ人ひと ふ藤じ島しま 広ひろあ明き れ恋ん詩し
（合奏室） 3 2 0 0 1 1 2 今いま井い 志し歩ほ Chopin Fantasie-lmpromptus Op. 66 
おがわ 裕ひろみ
3 2 0 0 1 2 3 小川 美 BeethovenSonata Op. 79 I movement 
〔個人レッスン・プログラム〕
※人間福祉学部生活福祉学科4年生
194 鈴木：姉妹校カナダ・ レッドデイア大学との学術交流に関する一考察
〔トンプソン博士のレクチャー コンサー 卜〕 総合司会：相内員子助教授、通訳：千葉圭説講師
「ピアノ音楽の歴史 モーツアルトからガーシュインまで J 
〔演奏曲目〕
方、ー シュイン
モーツアルト
マグダウェJレ
ガーシュイン
ドビュッシ一
方．ー シュイン
3つのプレリュード
ソナタK.330 ヘ長調第1楽章
ピアノ協奏曲第2番第1楽章 （トンプソン博士編曲）
パリのアメリカ人
一一休憩一一一
組曲「版画Jより“塔”
ラプソディー・イン・ブルー
N.実施にあたっての授業担当教員（著者）からの留意事項
公開レッスンを開始するに先立ち、冒頭の15分間程度を割いて授業 「ピアノ基礎IJ「ピアノ
表現IJの担当教員の著者から、以下の3点 （「勇気と気力」「可能性J「質と進度」） について、
学生全員に向けて解説 ・説明した。 ほとんどの学生にとって、このような形式（レッスン聴
講）でのピアノ学習は初体験であるため、多くの誤解を生みやすい状況にあると想定した上で
の留意事項であった。
公開レッスンでは、ト ンプソン博士と受講学生とのマンツーマンの “音楽的なやり取り”に
よる実技指導が展開されるため、それを聴講する学生の “心構え”をつくることが重要で、あ
る。聴講学生が、ただ側からレッスンを傍観するのではなく 、自分の学習として参加する“意
識”を明確にさせるための説明であった。
l.勇気と気力
本学生涯学習システム学部芸術メディ ア学科は、修了資格が 「生涯教育学士」である。音楽
大学での修了資格「芸術学士j「学士（音楽）」とは大きく異なるにもかかわらず、今回のトン
プソン博士による公開 ・個人の両レッスンは音楽大学と同様の内容で企画された。
当初、博士は大学院生の指導を希望されていたが、本学科では設立からわずかl年2ヶ月
で、修士課程が設置されておらず、その旨を説明して、今回のl、2年生の指導となったので
ある。
特に、個人レッスンにおいては、以下の3点の状況の中で受講を希望した学生は、挑戦・ 勇
気 ・気力の要る行動・ 姿勢であったと考える。
①入学時からピアノを始めた学生
②器楽（管打楽器）を中心に学習している学生
③学部の枠を超えて受講する学生
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また、自分たちの指導教員 （非常勤講師）が「自分たちと同じ立場で同様に受講するJこと
も、学生は深い感銘を受けたようで、「ピアノ（音楽）は生涯にわたり学習するものjという印
象を強く持ったようであった。「あれだけ巧くても、まだ学ぶことがあるのかと、生涯学習の一
端を見たようで胸が高鳴ったjと、事後の学生のアンケート解答用紙に記述された。目の前
で、実際に成人や専門家が継続した学習姿勢を見せることは、学生にとって、何よ りも生涯学
習の意味を理解する上で役立ったようである。
2.可能性
今回の公開レッスン ・個人レッスンの受講に関しては公募による自薦の形をとったが、聴講
生の中には、次回の公募が行われれば応募したいと考える者や、あるいは教員側からも推薦し
たいと思う学生が多く存在した。現時点で受講する実力がなくとも、その学生の力量は、ピア
ノを学習した年数に左右される「進度」ではなく、「可能性」にある部分が大きいからである。
この場合の「可能性」には“演奏力”だけではなく“鑑賞力”も含まれる。但し、「可能性」
を開花させるには「努力」が必要で、、そこには何千時間、何万時間という練習時間の積み重ね
や、多くの本を読むことが大切なよう に多くの曲を聴き取ること （鑑賞）が必要である。よ り
具体的に数値で表すなら、本学科の音楽系の学生にとって、一つの楽器を習得するには、少な
くとも 1日2時間以上の練習時聞が必要である。
3.質と進度
音楽の力は、「進度」 にこだわらず、自分自身の音楽的 ・技術的な課題を見つけて日々努力
し、年数を継続することで必ず上る ものである。「初級のバイエルを学習しているから“下手”
であるよ「ソナタを弾く人はソナチネを弾く人より上手い」 等の発想は意味を持たず、間違っ
た概念であると言えよう。すなわち、音楽における 「演奏の質（表現力）」と「進度（難易
度）」は必ずしも一致せず、その点が、音楽は“万人の共通語”“最も民主的な芸術”と言われ
る所以であり、音楽の持つ魅力の一つなのである。
以上の3点を説明した後、ト ンプソン博士を合奏室に拍手で迎え、公開レッスンを開始した。
v.プログラム選曲と音楽内容
1.公開レッスン
l年生は、入学時よりわずか1ヶ月あまりの時期であるため、レッスン受講生として演奏の
準備をするには時間不足の点から無理があったが、博士の公開レッスンの内容をより多様で豊
かなものし、同時に、 l年生の聴講生の学習に対する興味 ・関心を引き起こすために、多少の
無理を承知の上で受講にレッスンさせることにした。
以下に、公開レッスンの進行状況を大まかに説明する。 2コマ続きの企画で、3時間に及ぶ
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写真2
〔公開レッスン〕
内容であった。 7人が受講したため、 l人あたり約25分間弱の持ち時間であった。
トンプソン博士はアメリカ作品以外に、クラシックの主だった作曲家の作品解釈を専門分野
とされていることから、 l年生の演奏するベー トー ベン作曲 ソナタ作品13｛悲i倉〉 第3楽
章（BeethovenSonata Op. 13 I Movement）を官頭に据えた。次に、同じく l年生によるショ
パンの初期の作品であるポロネーズ作品26 1 ( Chopin Polonaise Op. 26 -1 ）、3番目は聴講
する学生もそろそろ集中力が薄れてくる時間帯のため、モーツアルト作曲の有名な「トルコ行
進曲」（Mozart Sonata K. 331皿Movement，“AllaTurca”）、第 l部の最後は休憩時間をはさみ第
2部へ繋げる大事な曲であるため、素朴な中にも詩情溢れるメロデイで聴く者の心に余韻が残
るシュー ベルト作曲即興曲作品90 2 (Schubert Impromptu Op. 90 2 ）で終了した。
約10分間の休憩時間をはさんで学生は再び全員集合し、第2部は、博士による学生の学習意
欲に対する賛美と感謝の言葉から開始した。
写真3
〔公開レッスン〕
第2部の最初は、l年生によるショパンのポロネーズ作品44(Chopin Polonaise Op. 44）の
演奏であったが、この曲はショパンの円熟期に作曲されたため規模も大きく、また表現内容も
さらに豊富でL深化するため、博士の指導にも熱が入り時聞が足りない感があった。次は、再び
2年生によるモーツアルトのソナタ （MozartSonata K. 547a I Movement）の演奏で、この曲
は多く の学生が手がける教材のレパートリーであるため、聴講する学生にとって、大いに参考
になったはずで、ある。最後は、「革命」と して知られるショパンの練習曲 作品10-12(Choplll 
Etudes Op. 10 -12）で、公開レッスンとはいえ、華やかに締めくく った。学生からの感想は
「N アンケート分析」として、本稿に後述した。
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合計7曲の長時間に及ぶレッスン内容であったが、一つの私語もなく、参加した70余名の学
生は大いに興味をもって聴講している様子に、著者も少なからず感銘を覚えた。
最後に、アメリカからこの5月に帰国されたばかりの千葉圭説講師に通訳をお願いできたの
は幸運であった。音楽の専門用語も多く 、博士が指導される表現の微妙なニュアンスを伝える
ことは、通訳者と音楽家の両方の力が必要だからである。
2.個人レッスン
前日は、 トンプソン博士の希望で全曲がクラシック曲であったが、翌日は、学生主体ともい
える多様なプログラムとなった。著者としては、今回のプログラム内容を博士に受け入れても
らえるかが多少不安ではあったが、理解をいただけるよう説明を加えつつ各自のレッスンを進
めた。
12名の学生の詳細は記載しないが、邦人作品で指導を受けた3名について述べてみたい。
学生A：映画「もののけ姫」主題歌のピアノアレンジの受講生では、博士に “もののけ”の
意味を理解していただくのに苦労した。
にしむらゆきえ
学生B：西村由紀江作曲の「風に向かつて」は、博士は初めて聴く曲ではあるが、その楽曲
写真4
〔レッスン風景〕
写真5
〔レッスン
風景〕
構成に大いに興味をもたれ、アナリーゼ（楽曲分析）されていた。西村由紀江を研
究テーマにしている学生にとっては、今後に繋がる貴重な学習であった。
ふじしまひろあき れんし
学生C：藤島広明作曲の 「恋詩」 では、学生の作品解釈に対して他の解釈法も示され、 それ
は博士と学生の演奏法 ・表現法における相違点が顕著に現れた部分で、聴講する側
にとっては興味深いものであった。
特に、これらの邦人作品は、学生が自らその映画に感銘を受けたり、楽譜を音楽店から取り
寄せたり、イ ンターネットからダウンロー ドするなどして手がけたもので、教師が上から教材
として与えた曲ではない。それだけに学生自身の作品に対する “思い入れ”も強かったであろ
う。博士は、異文化とも言えるそれら学生の手がけた曲を、興味をもって自然体で受け入れ、
指導されていた。まさに、ピアノ音楽を通しての、博士と学生の交流というものを強く感じさ
せられた場面で印象に残った。
「私は、常日頃、技術的な面より音楽的な面を重視すべきだと考えています。ですから、北
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写真6
〔個人レッスン後トンプソン博士と学生〕
海道浅井学園大学の学生は、とても音楽的で素直な良い演奏をしていると思います」との賛辞
をいただ、いた。
他に、本校に入学してからピアノを始め、 1年目にしてドビュッシーの 「亜麻色の髪の乙
女」（DebussyPreludes l一四）でレッスンを受講した学生にも、 博士は深い印象を受けたよ う
であり、 積極的に質問し、自ら学ぼうとする 「学習意欲」 を高く評価して下さった。
著者は、準備期聞がわずかであったことや、博士の想像されるような音楽専門コースではな
い等の、さまざまな要因から今回の企画に多少の不安を抱いて臨んだが、それらが全て、 積極
的な良い意味に博士に理解されたと考える。これは、博士の寛容で暖かな人間性によるもので
あろう。また、対峠する学生にとっては博士の “ピアノを楽しむ心” “音楽を愛する心” とい
うものが博士の人柄を通して伝わり、 大きな親しみを感じたよ うである。授業「ピアノ基礎
I」「ピアノ表現I」を受け持つ教員として両者の中間に位置し、コーデイネートの役割を担当
した著者にとっても、この交流は大きな成果であり、両者のピアノ音楽を通しての相互理解は
大きな喜びであった。
日頃の授業では、課題をこなすことや技術指導でのさまざまな制約にとらわれ、授業の中
で、指導の基本姿勢となる “ピアノを楽しむ心” “音楽を愛好する心” を学生に伝えること
は、 意外にも難しいことなのである。生涯学習の支援者 ・指導者として最も必要なこの姿勢
を、わずか3日間の一連の企画で学生の心に植えつけた博士に心から感謝したい。これは、外
からの訪問者という立場も大いに貢献しており、姉妹提携校としての意義もその点にある もの
と思われる。
同時に、 本校は音楽大学ではなく教育学部であり、しかも全国でも先駆けた生涯教育の教育
学部であることを、著者は誇り に思う ものである。学生の選曲にもその内容が反映されてお
り、指導を通して博士にこの学部の教育理念を理解していただくよう努めた。
通訳は、音楽にも造詣の深い高橋書一教授と、さらに一部、 戸ノ崎聖子さんにもお世話にな
り、順調に進めることができたことを感謝をしたい。
3.レクチャーコンサート
博士は、アメ リカの作曲家であるジョージ ・ガーシュイン 〔G.Gershwin (1898-1937）〕と
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エドワード・マグダウェル〔E.MacDowell (1860 1908）〕の作品演奏で高い評価を得てい
る。ピアノリサイタルという形式であれば、 CDの内容のように、上記の2人の作品を中心と
したプログラムであったと予想される。しかし、今回はレクチャーコンサ」トという形式を意
識されて、「モ ツーアルトからガーシュインまでjという副タイトルにあるように、クラシック
音楽の系図と、それに相関するピアノの発達を、 モーツアル トとドビ、ユツシーの作品演奏を加
えてレクチャーするという形をとられた。
第l曲目の「3つのプレリュード」は、ガーシュインの唯一のピアノ独奏曲で、魅力的な旋律
とジャズ風なリズムによって、バイオリ ン等にも編曲し愛奏されている。ガーシュインのピア
ノ作品の学習において、導入教材として適切で、あるため、学生への配慮、の選曲と思われた。
次のモーツアルト作品では、当時の楽器であるピアノフォルテを再現すべく、博士の発想で
ピアノの左ペダルを踏んだ状態 （unacorda ：“ I本の弦”の意味）での状態で全曲を演奏され
た。博士の意図される部分は充分理解でき、興味深い試みであった。更に、微妙なニュアンス
が表現可能になるよう、本学のピアノを整音 ・調整し、改善していきたいと考える。
写真7
〔レクチャー コンサー ト〕
続くマグダウェルの協奏曲では、ピアノの88鍵をすべて使用するなど、オーケス トラとピア
ノ部分の融合を博土独自の境地で編曲されており、見事な作品であった。ガーシュインの「パ
リのアメリ カ人」は、原曲はオーケス トラ版であり、バレエの演目で馴染みが深いが、学生
は、 ニュ ヨー クーの街並みに響く車のクラクションまでが音楽として楽譜に取り込まれている
こと等の斬新な手法に、興味を覚えたようである。
第2部の最初は、ドピ、ユシーの組曲「版画」より“塔”を演奏されたが、この作曲家の時代
はピアノという楽器が完成した時代で、新らしい“響き”を追求した独自の和声法と、 斬新か
っ複雑なリズムをアメ リカの作曲家への影響力として紹介されていた。また、一般的に東洋の
音階である 5音音階（全音音階）による作品 “塔”は、日本での公演を意識して選曲されたと
想f象している。
最後は、ガーシュインの代表作とも言えるピアノとオーケス トラのための作品 「ラプソデイ
・ー イン ・ブルー 」で、 トンプソン博士の演奏は力強く迫力があり、聴き応えのあるものであ
った。ジャズが取り入れられているため、ゴスペル ・軽音楽部等のサークルの学生にも、大い
に親しみのもてる作品であったであろう。
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会場には、地域住民の方々も交え250人以上の聴衆が集まり、芸術メディア学科以外の学生
も多く参加した。今後、ステージマネージャーの養成のためにも、スタッフとして学生を登用
し、ノウハウを学習する実施の場とすることを提案したい。
lV.アンケート分析
事後、 3つの企画（公開レッスン、個人レッスン、公開コンサート）について、感想を200
字程度にまとめて提出するよう授業「ピアノ基礎I」「ピアノ表現I」の履修学生に指導した。
その際、学生番号 ・氏名を記入することが望ましいが、無記名でも可とすることを明記した。
平常点には関係なく、今後の参考のために、率直な意見を聞かせて欲しいという意味である。
履修学生約90名（公開レッスン参加者は70名）中、53名からの解答があった。
博士から 「この曲を、どんな気持ちで弾いているのか」と聞かれたとき、感情面を意識し
たことがなかったので、答えることができず、悔しい思いを しました。
この大学は音楽大学ではありませんが、このような科（芸術メディア学科）ができたとい
うことで、これからもこのような行事をぜひ続けて欲しいと思いま した。
博士の音楽に向けるまっすぐな姿勢と情熱を感じました。
公開レッスンでは、ベー トー ベン、 ショパン、モーツアル ト、 シューベルトの曲想の違い
が明確に伝わってき ました。コンサートでは、も っとクラシッ クの曲が聴きたかったで
す。
博士は、生徒個人の持ち味や、博士が指導した内容を生徒が理解できたことがわかると、
そのことを良く誉めていた。多分、博士に誉められなかった生徒はいないのではないだろ
うか。
このような機会が沢山あると、より多くの人が何かを得て、上達するきっかけになると思
います。次の企画を期待します。
演奏会は、もっと鑑賞者の立場に立って、演奏者が見えるように席は配列を考えて欲しか
った。ピアノを弾く手が見えなかったので、生演奏という臨床感がなかったO
写真8〔コンサー卜後の懇親会〕 写真9〔懇親会での集合写真〕
例えば、1つの表現でも、“会話をしているょっに ・・・” と、生活の中からの“たとえ
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で指導していらしたので、新鮮な感じがしま した。
博士は本当にピアノが好きなんだと思いました。教えている時の博士は、かなり熱く語っ
ている様子で、千葉先生が通訳のタイミ ングに迷っているのがわかったからです。
公開レッスンでは、ピアノの演奏が各人、表現の仕方がまったく違っていて、 聴いていて
とても聞きごたえがあったと思います。ピアノというものの、見方や取り組み方が、この
公開レッスンによって変わりました。
博士のピアノは本当に音楽が好きといっているように聞こえました。ピアノに限らず僕の
やっている音楽がちっぽけなものに聞こえてきました。とにかく 、うらやましかったで
す。たった一つでもいいから、これだけは誰にも負けないという何かを見つけたいです。
コミュニケーションは、 千葉先生が音楽の先生なので深いところまで、教わることができ
て、上手くいったと思いま した。
ピアノを弾いている博士は、本当に楽しそうでした。ほんとうにガーシュインが好きなん
だなと思いました。
以上が、アンケートからの抜粋である。特筆すべき事は、15000字に及ぶ論文形式の感想文
を提出した学生がいたことであった。 内容は、今回の一連の企画からピアノ教育、更に音楽教
育全般に及ぶ構成であった。今後、実践から入る理念的 ・方法論的な音楽教育研究に繋がるこ
とを期待したい。
v.事後にあたっての考察
公開レッスンに関しては、アンケー トからは100パーセン トの学生がこれを支持し、大変有
効で今後もこのような企画を期待しているという結果がでた。各自、自分も次回は指導を受け
てみたいと思ったようである。博士の音楽に対する姿勢 ・情熱 ・技術に直に接することで、そ
れぞれの学生が心の中に独自の印象をもったようである。音楽大学では、日常的に行われるこ
れら一連の企画であるが、本学科の学生にとってはl種のカルチャーショ ック とさえ言えるも
のであった。 同時にトンプソン博士にとっても、技術・音楽性 ・学習意欲の面において、来日
されるまでは想像できなかった学生たちであったと思われる。
“ピアノを楽しむ心”“音楽を愛好する心” が、学生にとって、博士との共通点であった。
この点が本学科の学生の特徴である。例えて比較するなら音大生は熟練度は高いものの、それ
だけに冷静な部分があり熱しにくい。技術的な部分にこだわりがちで、音楽を “楽しみ、 愛す
る”という心の交流が生まれにくいのである。
今回の企画の成果が、今後、どのように開花してゆ くのかが、著者にとっては楽しみであ
る。今回の教育効果が即に現れる者、 20年や30年後に現れる者と様々であろうが、確実に学生
におけるその成果の種は、どこかで芽が出るはずである。
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VI.おわ り に
21世紀に音楽文化に課せられた重要な役割は、世界の民族聞における相互理解と相互扶助の
手段となることである。 ユネスコは1946年に発効したユネスコ憲章で、「人の心に平和のとりで
を築かなければならないjとし、音楽教育を 「人間を人間たらしめると同時に、人類の共通の
地盤を求め、国際理解の一助となり得る手段」としてスローガンに掲げている。
その意味からも、本学科の学生は、音楽の技術的な面と同等、あるいはそれ以上に“ピアノ
を楽しむ心” “音楽を愛好する心”を育成し、教育・指導することが重要であると考える。「学
習意欲（＝自学意志）」にもとづく学習においては、努力を惜しまない姿勢を培うことが必要
である。
演奏の学習は、 同じことの繰り返し（反復練習）が基本で、辛いものである。しかし、修得
した音楽をどのように周囲の人々に還元できるか （＝認められるか）という点で、満足のいく
結果が得られるのなら、その内在的モテイヴ‘ェー ションにもとづき、次の努力に繋がるであろ
う。修得した音楽を、社会生活においてどのように使用 ・活用し、人々に還元するかが21世紀
を担う人材としての学生たちの課題である。
“固有の動機づけ” を通して、自らが生涯学習しながら “同化能力”“調整能力”を開発
し、人々の生涯学習の支援者 ・指導者となるよう今後も授業の中で指導していきたい。
最後に、今回、学長 ・理事長、副学長をはじめ関係者の方々に、このような貴重な機会を与
えていただいたことを心よ り感謝申し上げたい。また、生涯学習システム学部芸術メディア学
科の取り組みとして、学部長、学科長、音楽関係教員の諸先生をはじめ、本学すべての教職員
の方々に、ご支援 ・ご協力いただいたことを心より感謝申し上げ、終わりと したい。
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